
 

 

 

 
 

 

 

横浜南部市場でヨコハマの食を体感！ 
～複合商業施設「BRANCH横浜南部市場」が 9月 20日にオープン～ 

 

 

横浜市は、市場の再編・機能強化に伴い、南部市場を、中央卸売市場本場を補完する「物流エ

リア」（約 12.2 万㎡）と、民間事業者のノウハウを活用して「食」をコンセプトとした集客施設を整備す

る「賑わいエリア」（約 4.7 万㎡）に分けて活用していきます。 ［ 経緯は詳細別紙① ］ 

「賑わいエリア」の集客施設の整備・運営事業者に選定された大和リース株式会社が建設を進め

てきた「ブランチ（BRANCH）横浜南部市場」［ 詳細別紙② ］と、40 年以上にわたり、買出し人向けの

営業やイベント開催を行ってきた「横浜南部市場 食の専門店街（旧名称：食品関連卸売センタ

ー）」［ 詳細別紙③ ］が、９月 20 日にオープンします。 

『物流』と『にぎわい』を合わせ持つ、新たな横浜南部市場で皆様のご来場をお待ちしています！ 
 

１ 賑 わいエリアの施設紹介  
 

所 在 地： 金沢区鳥浜町１-１ 

敷地面積： 約 4.7ha 

駐車台数： 775 台 
 

 

ブランチ(BRANCH)横浜南部市場 
 

運 営 者： 大和リース株式会社 

延床面積： 20,431.13 ㎡ 

構造規模： 鉄骨造２階建て（店舗は１階、2 階は駐車場） 

テナント構成： 飲食、物販、サービスなど 

施設の特徴： 市場であった特性を活かし、 

「食のライブマーケット～地域と人が 

食でつながる交流拠点～」をコンセプトに、 

①発見＜いつも新鮮な発見がある店舗群＞ 

②体験＜五感で食を体験できるコンテンツ＞ 

③発信＜地域の食と食文化の発信＞ 

の３つのテーマを掲げ、地域や観光客などさまざまな 

人々に開かれた「食」のにぎわいを創出します。 
 

 

 

横浜南部市場 食の専門店街 ※旧名称「食品関連卸売センター」 
 

運 営 者： 協同組合横浜南部市場共栄会 

構造規模： 鉄筋コンクリート造３階建て 

（既存建物・食の専門店街は１階） 

テナント構成： 飲食、物販 

施設特徴： 40 年以上にわたり買出し人向けに、水産・青果

に加え、食肉・卵・飲料・米・茶・菓子・調味料・包

装材・雑貨・日用品などの販売やイベント等を開

催してきました。今回、名称も新たに、一般のお客

様に買い物を楽しんでいただける施設として開業

します。  

令和元年９月 1 2 日 
経済局南部市場活用課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 
市場 × ブランチ 

国内初コラボ！ 

▷ 食の専門店街 
イベントの様子 

▷ ブランチ正面 
（ 開業準備中 ） 

▷ 多目的なイベント開催が可能なスペースや、 
緑を感じながら食を楽しめる芝生の広場のイメージパース 



２ オープニングセレモニー （主 催 ：大 和 リース株式会社 ） 
 

 開業日当日に、施設内特設会場にてオープニングセレモニーを執り行います。 

日 時 令和元年９月 20 日（金） ９時 30 分から 

主な出席者 大和リース株式会社 取締役常務執行役員 森内 潤一 

 横浜市長 林 文子 

 横浜市会議長 横山 正人 

 協同組合横浜南部市場共栄会 理事長 柴岡 義幸 

 一般社団法人横浜南部市場管理協会 代表理事 小野 英樹 

 株式会社エイヴイ 代表取締役 木村 忠昭 

内 容 主催者挨拶、来賓祝辞、テープカット 
 

３ 関 連 イベント 
 

（１） ブランチ横浜南部市場開業記念！金沢区・磯子区商店街スタンプラリー（9月 20日～11月 24日） 

「よこはまウォーキングポイント」のアプリを利用して、近隣商店街を巡るスタンプラリーです。 

スタンプを集めて、横浜南部市場にお越しいただくと、地元商店街にちなんだ素敵な商品を 

差し上げます。 ［ 詳細別紙④ ］ 
 

（２） 開業記念イベント 
 

「ぼたんちゃん」（金沢区）、「いそっぴ」（磯子区）のキャラクターグリーティングなどを予定しています。 
 

地域の皆さまや市場関係者と一緒に盛り上げる各種イベントの開催を予定しています。 

・近隣商店街や「輝く女性起業家プロモーション事業」に関連して市内等で活躍する女性起業家が出店するマルシェ 

・地元団体が出演するパフォーマンスステージ   ・物流エリア事業者が協力する鮮魚・野菜詰め放題&花苗プレゼント 
 

（３） 開業記念展示コーナー 

横浜南部市場を知ろう！コーナー 

ブランチ横浜南部市場の一角に設けられる「横浜南部市場を知ろう！コーナー」では、 

市場の歴史などがご覧いただけます。この機会に、ぜひお越しください。 
 

「ガーデンネックレス横浜」 ガーデンベア フォトスポット  設置期間 ： 9 月 20日～10月 14日 

横浜市は、花と緑を愛する人の心をつなぎ、自然環境を育む取組「ガーデンネックレス横浜2019」

を実施しています。同時期に開催される里山ガーデンフェスタに合わせて設置するガーデンベアの

フォトスポットで思い出の一枚をお撮りください！ 
 

※上記イベントについては、（一社）横浜南部市場管理協会、（協）横浜南部市場共栄会、金沢区・磯子区商店街連合会他、

関係者の皆様の御協力を得て実施します。 
 

ラグビーワールドカップ 2019™パブリックビューイング 日 本 Ｖロシア                 

日     時 令和元年９月 20 日（金） 19 時 15 分 開始予定 （19 時 45 分 キックオフ） 

会     場 ブランチ横浜南部市場 施設内特設会場 

入     場 無料（定員：200 名） ※先着順 

ゲストスピーカーをお招きしてラグビートークショー開催！ 

現役選手のお二人、木津武士さん（2015 年日本代表、レッドドルフィンズ所属）と 

稲橋良太さん（ジャパントップリーグリーダー会議代表、スピアーズ所属）をお招きして、 

試合の見どころや解説、さらにはお二人しか知らない代表選手の素顔などをお話し 

いただきます！キックオフ前から試合終了後まで、みんなで盛り上がりましょう！ 
 

オープニングセレモニー・内 覧会等の取材について 

内   覧   会 令和元年 9月 19 日（木） 10 時から 12 時（最終受付 11 時 30 分） 

オープニングセレモニー 令和元年 9月 20 日（金） ９時 30 分から 10 時（予定） 

上記詳細及び取材をご希望の場合は、同日発表の大和リース株式会社宛て取材申込書によりご連絡ください。 

お問合せ先 

経済局 南部市場活用課長                        卯都木 優子 Tel 045-459-3312 

9/20（金） 

9/21（土） 

9/22（日） 

9/23（月） 

▷ ブランチのロゴマーク 

ⒸITOON/GN 

※本件は経済記者クラブにも同時発表しています。 

木津武士さん   稲橋良太さん 



横浜市の市場の再編・機能強化に関する事業経緯について 
 

１ 横浜市中央卸売市場の概要 

横浜市は、昭和６年２月、神奈川区に、全国で３番目、東日本では最初の中央卸売市場を開設しました。昭和

34 年 11 月には肉類を専門に扱う食肉市場を鶴見区に開設し、さらに人口増加による本市市場に対する需要の

増加を背景に、昭和 48 年 11 月、金沢区に南部市場を開設しました。 

市場名 本  場 南 部 市 場 食 肉 市 場 

開設年月日 昭和６年２月 11 日 昭和 48 年 11 月８日 昭和 34 年 11 月５日 

所在地 神奈川区 金沢区 鶴見区 

敷地面積 115,843 ㎡ 170,886 ㎡ 42,739 ㎡ 

延べ床面積 131,789 ㎡ 78,971 ㎡ 24,010 ㎡ 

取扱品目 青果･水産物･鳥卵 青果･水産物･花き 食肉 

  ※平成 27 年３月 31 日に 

中央卸売市場としては廃止 
 

 
 

２ 再編・機能強化に関する基本方針の策定 

横浜市中央卸売市場は、平成 18 年３月の包括外部監査において、今後の市場のあり方（２市場体制を維持す

るか否か等）の検討を求める意見が出されました。その後、市場関係者との協議･検討を経て、平成 22 年７月

に決定した「横浜市中央卸売市場の再編・機能強化に関する基本方針」に基づき、本場と南部市場の役割を次の

とおりとし、平成 27 年 4 月より運営しています。 
 

《基本的考え方》 
（１）商圏や立地条件などを考慮して、本場を中央卸売市場として、市が引き続き開設、運営します。 

（２）南部市場は、中央卸売市場としては廃止しますが、本場を補完する加工・配送、流通の場として活用 

します。 

 本        場 南        部 

青 果 部 
水産物部 

 
中 央 卸 売 市 場 

 
外気遮断・温度管理型売場、 

加工場等の整備実施 
 
 

（本場に花き部はなし） 

本場を補完する加工・配送、流通の場（原

則民間による外気遮断・温度管理型施設へ

の改修・整備） 
鳥 卵 部 ―― 

花 き 部 
商圏（市内南部及び三浦半島地区）特性を

踏まえた、民営の花き流通センターまたは

民営地方卸売市場 

関連事業 
青果、水産物、花き部門の支援的な役割と

ともに、消費者等に開かれた業態化 
 

３ 横浜南部市場の土地利用の経緯 

物流エリア 

基本方針に基づき、青果、水産物は、卸売市場法に基づく「市場外指定保管場所」の指定を受け、本場を

補完する加工・配送、流通の場として活用を行っています。また、花きについては、民営の地方卸売市場と

して運営を行っています。 
 

賑わいエリア 

賑わいエリアでは、関連事業者が既存建物を活用し

て営業を継続し、さらに、隣接する土地の一部を 20 年

間の事業用定期借地として公募により選定した事業者

に貸付け、事業者は施設の設計・建設、維持管理・運

営等を行います。 

南部市場は、昭和 48 年の開設から 40 年以上地元に

生鮮食料品等を供給してきたことから、次のコンセプ

トにより横浜市が民間事業者を公募しました。 

① 「食」の拠点としてのイメージを活かす 

② 市場ならではの「食」を堪能できる 

③ 周辺観光施設と連携し市場の魅力を発信する 

01092043
テキストボックス
別紙①
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